








要約:病死する子どもが死をどのように考えていたか、子どもの死と家族がどう向き合っ

たかを知るために、こどもの死を経験した患者家族に「死」の問題を直視した設問を含ん

だターミナルケアのアンケート調査をおこなった。1982-1991 年に小児病院血液内科病棟

に入院した患者 91 名の内 55 名の患者家族にアンケートを送付した。回答率は 41.1%。子

ども自身は病名や自分の死を知っていたと言うものが意外と多かった。しかし、告知され

ていなかった時代、あるいは「死」語ることが現在もタブーとされているためか子どもは

死について口にしない、特に親の前では言わないのが特徴であった。病院に対する希望の

中で特に多かったのは在宅医療であった。


